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私 は 出 て 来 た 、街 に 灯 が と も つ て電 車 が と ほ つ て ゆ く 。今 夜 人 通 も 多 い 。私 も 歩 い て ゆ く 。も う だ い ぶ 冬 ら し く な つ て人 の 心 は せ は し い 。 な ん と な くき ら び や か で 淋 し い 。建 物 の 上 の 深 い 空 に霧 が 黙 つ て た だ よ つ て ゐ る 。一 切 合 切 が 昔 の 元 気 で拵 （ こ し ら ）

へ た 笑

ゑ み

を た た へ て ゐ る 。

食 べ た い も の も な い し行 く と こ も な い 。停 車 場 の 水 を 撒

（ ま ）

い た ホ ー ム が

… … 恋 し い 。
4 5

あ て も な く 街 を 歩 き 続 け る 詩 人 は 、 通 り の 賑 わ い や そ の 上 に 広が る 空 を 見 つ め 、 現 状 か ら の 脱 却 を 夢 見 て い ま す 。 二 十 歳 の 頃に 書 か れ た 詩 で す が 、 以 後 も こ う し た 散 歩 を 日 課 の よ う に し て暮 ら し た 中 也 は 、 歩 き な が ら 街 と そ こ に 生 き る 人 々 の 姿 に 真

し ん し

摯

な 眼 差 し を 送 り 続 け ま し た 。

 　 （ 中 原 中 也 記 念 館 館 長

　
中 原

 豊 ）

写 真 は 真 実 ？

い 」 と 私 。  「 も う 後 期 高 齢 者 だ か ら 撮っ て て も い い わ よ 。 百 歳 で 死 の う と 今の で い い の よ 」 と 言 っ た 。 母 は 遺 影 を生 前 に 決 め て い た が 、 そ れ は 死 亡 時 より 二 十 年 も 前 の も の だ っ た 、 が 、 誰 も気 付 き も し な か っ た 。 遺 影 が あ っ て 葬儀 時 に 手 間 が 省 け て 助 か っ た 。　
遺 影 を 撮 ろ う 。 電 話 ボ ッ ク ス の よ う

な 箱 に 入 り 自 動 写 真 機 で 撮 っ た 。  「 ナチ ュ ナ ル 」  「 色 白 美 肌 」 と あ る 中 か ら選 ぶ の だ 。 迷 っ た が 「 ナ チ ュ ラ ル 」 のボ タ ン を 押 し た 。 三 通 り の 表 情 が で きる 。 笑 っ て 一 枚 。 す ま し て 、 横 顔 を そ

　
バ ス の 中 で 千 絵 さ ん が

「 あ な た 遺 影 撮 っ て る ？ 」
と 突 然 言 っ た 。  「 撮 っ て な

れ ぞ れ 一 枚 ず つ 撮 影 し た 。 独 り だ から 恥 ず か し く な い 。 す ぐ に 出 来 上 がり 出 て き た 。 こ れ 私 ？

　
顔 は 額 が 後

退 し て い て 異 常 に 長 い 。 口 角 が 曲 がっ て い る 。 人 格 も 曲 が っ て い る よ うな 。 写 真 は 真 実 を 映 す と い う か ら 、こ れ が 皆 に 見 え て る 私 な ん だ ろ う 。　
千 絵 さ ん に 、 遺 影 を 自 動 で 撮 っ

た 、 と 電 話 し た 。  「 自 動 じ ゃ ダ メよ 。 写 真 館 に 行 っ て 撮 ら な き ゃ 。 ライ ト の 当 て 方 一 つ で 美 人 に も そ れ なり に も な る の よ 。 自 動 ボ ッ ク ス の 写真 で は 、 も う 私 達 の 年 に な る と 見 るに 堪 え ら れ な い 。 写 真 館 に 行 き な さい 。 修 正 も し て も ら い な さ い 」  。　
あ れ か ら 数 か 月 、 顔 を マ ッ サ ー ジ

し 、 パ ッ ク し て い る 。 効 果 は な い 。だ か ら 、 ま だ 遺 影 は な い 。

Ｌ Ｅ  　  Ｖ Ｅ Ｌ Ｖ Ｅ Ｔ Ｓ

の 手 に よ り 続 け ら れ て きた 。 今 年 も 「 日 本 の ク リス マ ス は 山 口 か ら 実 行 委員 会 」  （ 岡 部 達 矢 委 員長 ） は 、  「

1 2月 、 山 口 市

は ク リ ス マ ス 市 に なる 。  」 と 宣 言 。 趣 旨 に 賛同 す る 催 し が 、 新 型 コ ロナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止を 図 り な が ら 、

1 2月 の 山

　
日 本 で 初 め て の ク リ ス

マ ス ミ サ （ １ ５ ５ ２ ＝ 天文

2 1年 ） が こ こ 山 口 で 執

り 行 わ れ た と の 史 実 を 地域 の ブ ラ ン ド 力 向 上 や にぎ わ い に つ な げ よ う と 、「 日 本 の ク リ ス マ ス は 山口 か ら 」  （ 日 ク リ ） 事 業は １ ９ ９ ７ 年 の 初 開 催 以来 約

2 5年 、 地 域 の 人 た ち

　

1 4年 の 第 ６ 回 か ら 、 コ

ロ ナ 禍 の

2 0年 を 除 い て 出

演 を 続 け て い る 「 Ｌ

ルＥ
　

Ｖ
ヴェルヴェッツ

Ｅ Ｌ Ｖ Ｅ Ｔ Ｓ 」 が 、 パ
フ ォ ー マ ン ス を 披 露 する 。 メ ン バ ー は 、 佐 賀 龍彦 、 佐 藤 隆 紀 、 日 野 真 一郎 、 宮 原 浩 暢 の ４ 人 で 、

口 市 を 舞 台 に 繰 り 広げ ら れ て い る 。　
毎 年 恒 例 の 「 山 口

き ず な 音 楽 祭 」 は 、
1 0＋ ４ 回 目 。 ２ ０ １

９ 年 か ら 「

1 0回 目 と

い う 節 目 を 超 え 、 これ か ら の

1 0年 を 、 新

し い ス テ ー ジ に し てい き た い 」 と の 思 いを 込 め て 「

1 0＋ 」 回

と の 表 記 に な っ て おり 、 今 回 で

1 4回 目 を

迎 え る 。

全 員 が 身 長 １ ８ ０ ㌢ 以 上か つ 音 楽 大 卒 の 実 力 派 男性 ボ ー カ ル グ ル ー プ だ 。グ ル ー プ 名 は 、 上 質 で なめ ら か な 生 地 「 ヴ ェ ル ベッ ト 」 に 由 来 し 、 音 楽 評

論 家 で 作 詞 家 の 湯 川 れ い子 が 命 名 し た 。 ク ラ シ ック は も ち ろ ん 、 ロ ッ ク 、ポ ッ プ ス 、 ジ ャ ズ 、 果 ては 民 謡 に 至 る ま で 、 さ まざ ま な ジ ャ ン ル を 自 在 に表 現 し 、 舞 台 や ミ ュ ー ジカ ル な ど 、 そ れ ぞ れ が ソロ で も 活 躍 し て い る 。　
昨 年 の 同 コ ン サ ー ト

は 、 軽 度 の 脳 梗 塞 を 発 症し た 佐 賀 が 休 （ ２ 面 へ ）

1 4回 目 の  「 き ず な 音 楽 祭 」

 

Ｌ Ｅ

 

Ｖ Ｅ Ｌ Ｖ Ｅ Ｔ Ｓ と 高 校 生 ら

1 5 0人 が 共 演

「

1 2月 、  山 口 市 は ク リ ス マ ス 市 に な る 。  」
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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

シ ン ボ ル イ ル ミ ネ ー シ ョ ン

Ｌ Ｏ Ｖ Ｅ オ  ブ  ジ ェ

（ １ 面 よ り ） 養 中 だ っ た
た め 、 ３ 人 で の 公 演 だ った 。 ４ 人 フ ル メ ン バ ー での 「 山 口 き ず な 音 楽 祭 」出 演 は 、

1 9年 以 来 ３ 年 ぶ

り と な る 。　
さ ら に 今 回 は 、 山 口 市

内 の 高 校 生 ら が 共 に 歌う 。 出 演 す る の は 、 山 口高 校 、 山 口 中 央 高 校 、 野田 学 園 中 学 高 校 の 各 合 唱部 と 、 山 口 高 校 管 弦 楽部 、 山 口 中 央 高 校 オ ー ケス ト ラ 部 で 、 総 勢 約 １ ５０ 人 だ 。 日 ク リ の テ ー マ曲 「 き ず な 」 を 含 め 、 ３曲 を 披 露 す る 予 定 。　
開 催 日 時 は 、 ク リ ス マ

ス 当 日 の

2 5日  （ 日 ）  午 後 ５

時 半 か ら 。 会 場 は 、 山 口市 民 会 館 （ 山 口 市 中 央２ ）  。 前 売 券 は 、 一 般 ６　
こ の 時 季 の 風 物 詩 と も

い え る イ ル ミ ネ ー シ ョ ン
「 山 口 の 灯 り 」 が 、 市 内

各 所 に お 目 見 え し て いる 。　
亀 山 公 園 広 場 （ 県 立 美

術 館 横 ） に は 、 日 ク リ のシ ン ボ ル と も 言 え る 旧 サビ エ ル 記 念 聖 堂 を 模 し た

灯 さ れ て い る 。 そ の 近 く 千 円 、 学 生 （ 小 中 高 生 ）３ 千 円 で 、 山 口 市 文 化 振興 財 団 チ ケ ッ ト イ ン フ ォメ ー シ ョ ン （ Ｙ Ｃ Ａ Ｍ内 、

☎
０ ８ ３

－

９ ２ ０

－

６ １ １ １ ） か コ ン ビ ニ エン ス ス ト ア 設 置 端 末 で 購入 で き る 。 当 日 券 は 、 各５ ０ ０ 円 高 。 詳 細 は ウ ェブ サ イ ト （

http://
w

w
w.

シ ン ボ ル イル ミ ネ ー ショ ン が 点 灯中 。 初 登 場し た

0 9年 か

ら

1 8年 ま で

は 、 新 亀 山公 園 ふ れ あい 広 場 や 一の 坂 川 交 通交 流 広 場 で輝 い て き たが 、

1 9年 か

ら は 同 所 で
kizunaxkizuna.co

m/

）

で 。　
さ ら に 、 当 日 の 午 前

1 1

時 か ら 午 後 ５ 時 ま で 、 山口 市 民 会 館 の 中 庭 お よ び小 ホ ー ル で は 、 山 口 の 良い モ ノ を 集 め た 「 つ なぐ 、 キ ズ ナ Ｄ ａ ｙ 」 も ある 。 詳 細 は 、 本 号 ４ 面 を参 照 の こ と 。に は 、 愛 と 絆 の 象 徴 「 ＬＯ Ｖ Ｅ オ ブ ジ ェ 」 が 、 昨年 に 続 い て 設 置 さ れ て いる 。　
近 く の 木 々 は 、 山 口 市

の 光 の コ ン セ プ ト 「 未 来を 奏 で る 光 の ア ン サ ン ブル 」 を テ ー マ に 、 色 と りど り に ラ イ ト ア ッ プ さ れて い る 。 過 去 に 、  〝 西 洋と 東 洋 〞  、

〝
キ リ ス ト 教 〞

と 〝 仏 教 〞  、  〝 古 い 価 値観 〞 と 〝 新 し い 価 値 観 〞な ど の 「 重 な り 」 が 山 口市 の 未 来 を 作 り 出 し て きた と 振 り 返 り 、 重 な り 合う こ と （ ＝ ア ン サ ン ブル ） で 強 さ や 未 来 が 生 まれ る と 、 昨 年 そ の テ ー マが 定 め ら れ た 。 そ の コ ンセ プ ト ア イ コ ン が 描 か れた 行 灯 も 、 遊 歩 道 に 並 べら れ て い る 。  （ ３ 面 へ ）

山 口 の 灯 り も 各 所 で

「 未 来 を 奏 で る 光 の ア ン サ ン ブ ル 」  な ど

 １ 行 記 事　 今 年 １ 月 か ら １ １ 月 末 ま で の 山 口 市 の 人 身 交 通 事 故 は 、 発 生 ２ ７ ０ 件 、 死 者 数 ５ 人 、 負 傷 者 数 ３ ０ ７ 人 。 そ れ ぞ れ 前 年 よ り 、 １ ２ 件 、 ２ 人 、 ５ 人 の 増 加 だ っ た 。
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Ｊ Ｒ 新 山 口 駅 北 口

航 空 自 衛 隊 西 部 航 空 音 楽 隊

「  未  来 を 奏 で る 光 の ア ン サ ン ブ ル  」

中 原 中 也 記 念 館 前

 １ 行 記 事　 山 口 市 菜 香 亭 （ 山 口 市 天 花 １ ） は 、 「 来 館 記 念 印 」 の 販 売 を 開 始 し た 。 同 館 庭 の 植 物 を モ チ ー フ に し た 、 春 夏 秋 冬 ４ デ ザ イ ン が 用 意 さ れ た 。 １ 枚 ３ ０ ０ 円 。

（ ２ 面 よ り ）

点 灯 さ れ る

期 間 は

3 1日  （ 土 ）  ま で で 、

時 間 は 午 後 ６ 時 か ら

1 0時

ま で 。　
そ の 他 山 口 市 中 心 部 で

は 、 Ｃ ・ Ｓ 赤 れ ん が 前 庭
「 ハ ー ト ツ リ ー Ｍ Ｏ Ｍ

Ｉ 」  、 大 殿 大 路 ・ 竪 小 路

前 カ イ ヅ カ イ ブ キ 、 Ｊ Ｒ新 山 口 駅 北 ・ 南 口 駅 前 広場 な ど も 、 鮮 や か な 光 で彩 ら れ て い る 。　
き ょ う

1 7日 か ら １ 月 ９

日
　

（ 月 ・ 祝 ） ま で は 、 山
口 市 阿 東 に あ る 高 さ

2 0メ

ー ト ル を 超 え る ２ 本 の も

1 4
日 付

「 聞 か せ

て 」 で 、 吉 永 和 義 さ ん の生 年 を 「 １ ９ ５ ４ 年 」 と記 載 し ま し た が 、 正 し くは 「 １ ９ ５ １ 年 」 で す 。お わ び し て 訂 正 い た し ます 。

 

㈱ サ ン デ ー 山 口

の 熊 本 地 震 に お け る 慰 問な ど 、 さ ま ざ ま な 場 所 で演 奏 を 披 露 し て い る 。 さら に 近 年 は 、 小 編 成 で の吹 奏 楽 や ア ン サ ン ブ ル にも 取 り 組 ん で い る と いう 。　
入 場 に は 、 無 料 配 布 さ

れ た チ ケ ッ ト が 必 要 。 ８月 の 入 場 券 が そ の ま ま 使え る 。 当 日 券 も 、 同 日 午後 ４ 時 か ら 同 館 で 配 付 され る 。　
問 い 合 わ せ は 、 同 事 務

局 （

☎
０ ７ ０

－

８ ４ ８ ２

－ ０ ５ ３ ９ ） へ 。

る 。 時 間 は 午 後 ６ 時 から 。　
こ れ は 、 各 地 の 自 衛 隊

音 楽 隊 に よ る 演 奏 が 楽 しめ る 、 毎 年 恒 例 の コ ン サー ト 。 ８ 月 の 予 定 通 り 、航 空 自 衛 隊 西 部 航 空 音 楽隊 （ 山 本 史 月 隊 長 ） が 出演 す る 。　
春 日 基 地 （ 福 岡 県 春 日

市 ） に 所 在 す る 同 音 楽 隊は 、 １ ９ ７ ６ 年

1 0月 に 正

式 編 制 。 九 州 、 中 国 、 四国 地 方 に お け る 各 種 式 典や 、 博 多 ど ん た く 、 大 相撲 九 州 場 所 、 ２ ０ １ ６ 年

　
８ 月 ５ 日 に 開 催 予 定 だ

っ た が 、 新 型 コ ロ ナ ウ イル ス 感 染 拡 大 に 伴 っ て 延期 さ れ て い た 「 山 口 市 民と 音 楽 の 夕 べ 」 が 、

2 2日

（ 木 ）  に 山 口 市 民 会 館 （ 山
口 市 中 央 ２ ） で 開 か れ

周 辺 の 「 大 殿 あか り さ ん ぽ 」  、中 心 商 店 街 の 一部 な ど が ラ イ トア ッ プ さ れ て いる 。 さ ら に 、 象頭 山 山 頂 「 光 る象
の イ ル ミ ネ ー

シ ョ ン 」  、 山 口大 学 正 門 付 近 、中 原 中 也 記 念 館

み の 木 に 電 飾 が 施 さ れ る「 ク リ ス マ ス ナ イ ト フ ェス テ ィ バ ル 」 も あ る 。 会場 は 、 阿 東 地 域 交 流 セ ンタ ー 地 福 分 館 。　 　

◇
　
◇

　
◇

　
◇

　
そ の 他 の イ ベ ン ト に つ

い て は 、 公 式 ウ ェ ブ サ イト （

http://
w

w
w.x

mas-

city.jp/ ） を 参 照 の こ と 。

空 自 西 部 航 空 音 楽 隊 が 演 奏

延 期 の  「 山 口 市 民 と 音 楽 の 夕 べ 」  開 催2 2 日

お わ び と 訂 正



2 0 2 2 年 （ 令 和 ４ 年 ） １ ２ 月 １ ７ 日 ㈯ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口  （ 山 口 版 ）  は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


